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山口県桜郷一蔵目喜地区放射能張度異常概査報告

木野崎’吉郎骨

On　the　Radioactive　Anomalies　in傾e　Sakurag6and

　　Z6meki　Districts，YamagucM　Prefect皿e

　　　by

Yoshir6Kinosaki

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　The　sakurag6and　z6meki　dist工icts　are　areas　where　a　group　of　well・known　high　tempe・

1
τ

ature　replacement、deposits　is　distributed。In　these　deposits，varioμs　minerals　such　as　cupriferous

　pyrrhotite，galena　and　zincblende　are　accompanied　witb　skam　minerals．

　　　　The　writer　examined　the　ore　bodies　and　debris　of　the　Sakurag6mine　an（i　other　main

deposits　for　the　purpos60f　detecting　the　radioactive　anomalies，but　no　remαrkable　anomalies

were　observed．　Therefore　the　writer　concluded　that　it　may　be　unable　to　expect　the　presence　o葦

radioactive　minerals　in　the　ore　depositsっf　these　districts，

要　　旨

　本地区は，従来蔵目喜鉱山地区として多数のいわゆる

接触交代鉱床の賦存地として著名である．おもな鉱床

は，現在桜郷鉱山・川井山鉱山および野地鉱山に所属し，
　　　　　　　　　ちやくのたに
そのうち桜郷鉱山の着の谷鉱床のみが盛んに採掘きれ，1

2，3の鉱床が小規模に採掘きれている。

　本地区は山口県の中央北部に位置し，萩市の東方直距

約15kmにあたつている。

　地質は古生層（石炭～二畳紀）・下関亜層群・八幡層

および白垂紀の貫入と考えられる石英閃緑岩・花嵩岩お

よび更新期のカンラン石玄武岩および沖積層からなる。

　鉱床はいずれも古生層中に胚胎し，スカルン鉱物を伴

ない，いわゆる接触交代鉱床に属する。鉱床は型式上3

っに大別きれるろ

　1）　粉岩等の岩脈の両盤に沿い発達し，板状（脈状）

をなすが，ときとしては塊状肥大部を伴なう。鉱石鉱物

は黄銅鉱・閃亜鉛鉱を主とし，方鉛鉱・磁硫鉄鉱を伴な

う。本地区の鉱床の大部分は本型式に属する。

　2）石灰岩ど粘板岩の境界面に沿つて発達する層状な

・いしレンズ状の鉱床で，黄銅鉱および磁硫鉄鉱を主要鉱

石鉱物とする。桜郷鉱山の主要鉱床として現在稼行中の

着の谷鉱床は本型式に属する。

＊地質調査所調査員，広島大学理学部教授

　3）　古生代粘板岩と花嵩岩の接触部に胚胎する磁鉄鉱

鉱床である。野地鉱床が本型式に属する。

　放射能強度異常調査は，フィリップス社製ポケットバ

ッデリー・モニターを使用し，本地区の13鉱床につき

坑内外において測定して行なつた。調査の結果は自然計

数の2倍（100pcm）以上の異常を認めえなかつた。な

お主要測定値は次の通りである。

自然計数

スカルンー

磁硫鉄鉱鉱体．

粉岩岩脈

粘板岩

38～68pcm
34～59〃

33～47〃

61・》83〃

　89　〃

方鉛鉱・閃亜鉛鉱・

磁硫鉄鉱鉱体　　27pcm

右灰岩』　　　27”

石英斑岩　　40（シ92〃

1．－緒　　言

　昭和32年9月上旬，実日数6日間，山口県阿武郡阿

東町桜郷一蔵目喜地区の銅・鉛・亜鉛・磁硫鉄鉱鉱床に

ついて放射能強度異常の有無を調査したので，その結果

を報告する。使用した計器はフィリップス社製ポケット

バッテリーモニターである。

2．位置および交通

　調査地区は山口県阿武郡阿東町隔（旧生雲村）蔵目喜一

帯で・，従来高温交代鉱床として著名な鉱床群の賦存増区

であり，現在字部興産株式会社で稼行中の桜郷鉱山を始

め，川井山鉱山『・野地鉱山の稼行鉱山のほか，，多数の旧
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坑がある。

　　　　　　　　　　　　　　あかがね
　交通は山口県三谷駅から吉野行バスで・銅，まで18km

約．30分で到達し，それより各主要鉱床にはトラック道

があり，、道路良好，至便である。当地区鉱区は，蔵目喜

川から西側の主要部は宇部興産株式会社鉱区，東側の主

要部は古河鉱業株式会社鉱区で，周辺に僅かに個人所有

鉱区が点在する。’

3．地形および地質

　名勝長門峡をつくる阿武川の支流の蔵目喜川に沿つた

銅部落は，海抜約200mの高地にあり， その周囲はきら

に比高50～100mの石灰岩台地およびカンラシ石玄武

岩台地からなり，きらにこれら台地の外周は比高200～

300mの流紋岩山地に囲饒されている。

　地質は過去の研究によると，古生層・中生代火成岩類

およびカンラン石玄武岩からなつている。古生層は未変

，成の石炭～二畳紀に属すると察せられる石灰岩・粘板岩

・砂岩およびチャートの累層であり，熱変質葎受けて結

晶質～ホルンフェルスになつている部分が多く，化石が

’少なく各岩相の層序は明確でない。熱変質作用は，北域

の花嵐質岩に接近するほど顕著である．中生代火成岩類

のなかには・白璽紀下関亜層群に属すると考えられる安

釦岩類カド北西部に分布し，またこれらを被覆または貫入

して白璽紀末八幡層に対比，可能な流紋岩類が南部およ

び東部に広く分布している。北部の花嶺質岩類は，中生

代末～第三紀始の逆入岩類と考えられる。蔵目喜川の左

岸沿いには，新期のカンラン石玄武岩流が南北に細長い

熔岩台地をつくつている。また古生層を貫ぬいて粉岩・

斑岩類が，お、むね北北西方向の顕著な平行岩脈として

分布し，石灰岩との接触部にはほとんど例外なく大小の

脈状硫化鉱床を随伴している。これらの岩脈類は，岩質

から前記の白垂紀安山岩類・流紋岩類と類縁関係にある

ものと推察される。

　　　　　　　4．鉱床概論

　当地区鉱床にっいては数多くの研究があるが，おのお

のについての紹介は省略する。今回の調査から，筆者は

てれらの鉱床は同一起源に由来する鉱床群と推察し，生

成の場所と形態とにより次の2型に大別したい。

　1）　岩脈の両盤際僧沿う脈状高温交代鉱床ないし鉱脈

　　　（川井山鉱床・大平鉱床ほか多数）

　これは粉岩・斑岩脈と石灰岩との盤肌に沿い石灰岩中

に胚胎する脈状鉱床で，ヌカルンを伴ない』鉱石として

は黄銅鉱・閃亜鉛鉱を主とし，方鉛鉱・磁硫鉄鉱および

二次銅鉱を随伴している。それぞれの鉱体において，鉱

石鉱物の量比には多少の差異がある。過去には水準面以

上の主として酸化帯が採掘きれており，それ以下は未採

掘の旧坑が多い。

　2）石灰岩・粘板岩中またはそれらの界面に胚胎する

　　高温交代鉱床（桜郷鉱山着の谷本坑鉱床・野地鉱

　　山等）

　着の谷本坑鉱床では見掛上，下盤粘板岩と上盤石灰岩

との界面に沿い，お㌧むね石灰岩を交代し，ことに緩斜

部に騒胎するスヵルン中の含銅磁硫鉄鉱鉱床で，芋状富

鉱体である。
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　また北部花闘岩の接触部近くぞは，粘板岩中に磁硫鉄

鉱鉱床として野地鉱山がある。また脈状鉱床中でも桜2

号鉱体のように石灰岩中に巨大な塊状交代鉱床をつぐつ

ていることもある。当地区鉱床群の成因については，各

岩脈類と直接関係づけようとする説もあるが，筆者は各

鉱床のスカルンおよび鉱石鉱物を通覧して，各岩脈類は

たy鉱床形式の場を与えたにすぎず，むしろ成因では古

生層に熱変質作用を及ぼしている，北部ないし深所に遜

入していると推察される花嵩質岩類の，後火成作用によ

ると考えるのがより妥当と思考する。しかしぞの積極的

資料は今後の研究にまちたい．

5．放射能強度異常調査結果

　フィリップス社製ポケットバッテリー・モニターを使

用して，6日間各坑内外を調査した。測定方法は，計器

を対象物に密着させ，　3分間カウント数を計つてcpm

を算出した。各鉱床についての結果は，以下に列記する

が，結果としては自然計数の2倍以上，すなわち100cpm

以上φ異常部分は認めえ7なかつた。鉱石鉱物・冬カルシ

・『石灰岩は自然計数に等しいか，それ以下であり，粘板

岩は僅かに高カウントを示した。粉岩脈・斑岩脈にはま

れに自然計数より高く70～80cpmに達するところがあ

つたが，念のため持参の試料を地質調査所広島駐在員事

務所のシンチレーシ』ン・カウンターによつて再検した

がそれほど異常を認めなかつた。

　以下各鉱床について列記する。

　桜郷鉱山着の谷本坑鉱床（稼行中）宇部興産桜郷鉱業

所は銅から約1km，白井谷に通ずる道路上に位置する。

塩谷松次郎所長以下従業員は約80名で，道路以北の粘板

岩・石灰岩の界面に賦存する含銅磁硫鉄鉱を採掘中であ

る。道路上の本坑ロレベルより一86mの5番坑まで主運

搬斜坑を掘さくし，現在3番坑を採掘中で，深部鑓先を

坑内試錐で探鉱中である。

　ヘデンベルグ輝石・ザクロ石・珪灰鉄鉱・緑簾石一・珪

・灰石等からなるスカルン中の磁硫鉄鉱鉱床で，『黄銅鉱・

閃亜鉛鉱・磁鉄鉱を伴ない局部的には硫砒鉄鉱その他を

随伴する。

　　坑外自然計数　　　平均　45cpm

　　本坑口傍の露頭　　　i　40cpm

　　O番坑（O　m）　　　　　下盤粘板岩最高．50cpm
一
で
比
較
的 高いZgisite，Calciteの細脈があるがこれとは

無関係である。

灘鉄鉱鉱石1鰭男騨冑

1番坑（一23m）一坑内自然計数、

　　　　　　スカルン
2番坑（一38m）坑内自然計数

　　　　　　スカルン

　　　　　　鉱　　石
3番坑（一46m）鉱石（磁硫鉄鉱）

　　　　　　スカルン

　　　　　　岩脈（粉岩〉

4番坑（一66m）粘板岩

46

41最高
42

40最高
33

47

34

83

〃

最高

〃

　　　　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　自然計数より低い

　5番坑（一86m）粘板岩（割れ目多し）89最高

　　　　　　　スカルン　　　　　59　”

粘板岩は概して高いが特定の細脈または割れ目などと

はさほど関係はない。

二以上のように着の谷本坑では，下盤粘板岩と粉岩岩脈

が比較的に高カウントであ．り，鉱石・スカルン・石灰岩

は概して自然計数よりも低い。かくしてとkに高異常部・

は発見できなかつた。また鉱業事務所に陳列きれていた

鉱石標本も検討したが異常を認めなかつた。

　桜坑（旧坑）　桜1号坑・桜2号坑および桜新坑が

ある。桜1号坑坑口は着の谷本坑口の南対岸にある。石

灰岩中に貫入した走向北西の粉岩脈の両盤に沿い，表鍾

および裏鑓として膨縮した脈状高温交代鉱床であリデ同

一鉱床の南延長部分は大平坑から採掘きれている。坑ロ

レベル以上は採掘済である。また粉岩脈を切る石英斑岩

脈があり，その北西延長部は桜新坑で探鉱されたもので

あり，桜1号鉱体の上方30m以上の部分は桜2号坑か

ら採掘完了きれている。

桜1号坑

　坑内自然計数

　ス　カ　ルン

　鉱石（黄銅鉱・方鉛鉱・
　　　　閃亜鉛鉱・、磁硫鉄鉱等）

　石　灰　岩
　石英斑岩（裏鍾）の盤肌

最高68cpm
〃　　27　〃

〃　　27　〃

〃　　27・〃

〃　　92　〃

　　かなり方解石化，絹雲母化作用を受け，・黄鉄鉱

　を伴なつている45，77，80，92cpm等かなり高い。

桜新坑

　石　．灰　　岩　　　・　　、、　　　最亭　27噸皿

　石英斑岩脈盤肌　　40～73cpn』 〃’・、7灸』』〃

　本岩脈に沿い多少スカルン鉱染がある。

桜2号坑

石灰岩中に接近して2個の巨大な塊状鉱体め採掘跡が

ある。ヘデンベルグ輝石・．珪灰鉄鉱等のス煙≧中嘆

銅鉱の富鉱のある転石がみられる。石英斑岩脈もみられ

る石灰岩中に生成きれた高温交代鉱床とみちれる。、放射

89一（825）
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能異常は認められなかつた。

　紅葉新坑

　桜坑の東側に並走する斑岩脈1と沿う脈状型鉱床。坑内

の一部に黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱を伴なうスカルンが

あるが，鉱化作用は劣勢である。放射能累常はなかつ

た。

大平坑（旧坑）　桜1号坑鉱体の南延長部にあたり，

坑ロレベル以上および富鉱部は掘り下げられ採掘済。閃

亜鉛鉱・方鉛鉱に富む黄銅鉱鉱床でスカルンを伴なう。

カウントは鉱石・スカルンともに20～27cpmで異常は

ない。

藪尻坑（旧坑）　藪尻1号坑・2号坑・新坑がある．

1号坑は坑口に粉岩脈があり・西盤肌の石灰岩中に閃亜・

鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱を胚胎している。坑口のみ調査可

能で異常はない。2号坑には北西走向の粉岩・斑岩脈が

並走している。’脈状鉱体でスカルンと黄銅鉱・磁硫鉄鉱

・閃亜鉛鉱および酸化鉱がみられる。

　　坑外自然計数　　　　　　　　　　　平均　38cpm

　　坑内自然計数　　　　　　　　　　　〃

　　鉱石・スカルン・石灰岩　自然計数にほy等しい

　　石英斑岩脈盤肌（肉眼的

　　には変質著しくなし．・）　　　　　　　最高　84cpm

　　坑外鉱石　　　　　　　　　　　　　異常なし1

　旭坑（旧坑）　蔵目喜川下流右岸に4～5坑開口きれ

ているが，石灰岩中，走向北北西の斑岩・粉岩脈に沿う

脈状交代鉱床を採掘したものである。放射能異常はな

い。

　立岩坑（旧坑）　旭坑岩脈の北延長部にあたり1銅部

落の数カ所から開口きれた多くの廃坑の→つである。製

錬した鉱津σ）山が残つている。いずれも坑内にはいれな

いが，立岩坑坑外廃石にはスカ牢ン・黄銅鉱・酸化銅鉱

および脈石英等がみられる。放射能異常はない。

　川井山鉱山（稼行中）　蔵目喜川左岸側の古河鉱業鉱

区には岩脈に沿う脈状鉱床の旧坑が多く，往時からの鉱

津の山が各所に散見きれる。当地区では鉱床を伴なう主

要な平行粉岩脈は4條あつて，西側から四本松鑓，川井

山鑓，大判鍾，金成鑓と呼ばれている。四本松鑓は最も

古く採掘済である。川井山鑓も古くから開発きれ，南部

から台仙坑・川井山大竪坑・新2坑・谷山坑・狐塚坑・

夜打ケ追坑・銅畑坑等からレベル以上の主要富鉱部は採

掘済である。現在川井山鑓のほダ中央部の未採掘部を，

旧谷山坑附近から開口し，川井山鉱山と称して探鉢・採

掘を進めている。・

　当鉱山は粉岩脈の両盤に沿う脈状高温交代鉱床で，ス

カルン中に斑銅鉱を主．とする小鋤体で連続性に乏しい。

このほか二次銅鉱・輩銅鉱・閃亜鉛鉱6磁硫鉄鉱・硫砒

鉄鉱を伴なつている。また金（o、3～o。59／t），銀（130

～4009／t）を含むといわれる。

自然計数（坑外）

坑内粉岩脈
鉱　　　　体

石　1灰　岩

50cpm（平均）

61〃　（最高）

53〃　（〃）

自然計数以下

著しい異常は認められなかつた。

　’台仙坑（旧坑）　川井山鑓の南端にあたり，往時大規

模に稼行きれたものらしい。類似の高温交代鉱床とみら

れるが，廃石によると閃亜鉛鉱・方鉛鉱に富んでいる。

廃石については放射能異常はない。また附近に他の廃坑

があるが，廃石については放身寸能異常は認められない。

　川井山大竪坑・新2坑等の廃石について検したが異常

は認めなかった。

　瑞穂坑（旧坑）　桜郷鉱山北方1kmの山中に立坑お

よび水平坑がある。粘板岩中の石灰岩レンズに胚胎した

高温交代鉱床で，磁硫鉄鉱を主とし黄銅鉱をどく少量伴

なっぞいる。放射能50cpm以下で異常を認めなかつた。

　大山坑（旧坑）。大山部落の蔵目喜川右岸沿いの石灰

岩中に旧坑が多い。廃石には黄銅鉱・二次銅鉱がみられ

たが，放射能数は30cpm以下で果常は認めなかつた。

　野地道路の入口に最近休山した坑道があつた。ザクロ

石・’珪灰石・緑廉石等の石灰岩スカルン中に斑銅鉱・閃

亜鉛鉱・二次銅鉱が認められたが，30cpm程度で異常は

認めなかつた。

　野地鉱山（稼行中）　野弛道路の中途に野地鉱山があ

る。ザクロ石・磁鉄鉱に少量の黄銅鉱を伴なつている1．

石灰質粘板岩中の高温交代鉱床と推定きれる。鉱石部は

、27cpm程度で異常は認めなかつた。

　赤松地区　大山部落東方にある赤松部落附近に旧坑が

ある。流紋岩の下位に露出した古生層中を探鉱したもの

である。附近に磁鉄鉱・赤鉄鉱の転石もあつた。しかし

放射能異常はなかつた。

　行畑地区　赤松の北方に行畑旧坑等の廃坑がある。廃

石も少なく，放射能異常も認めなかつた。「，

6．結　 論

桜郷一蔵目喜地区の主要鉱床13ヵ所について，坑内外

の放射能強度異常調査を行なつた。鉱石鉱物・スカルン

については強度異常と称しうるものを発見できなかつ

た。桜郷鉱山の下盤粘板岩および石英斑岩脈盤肌の一部

は多少高カウントを示したので，、その試料について念の

ためシンチレーションカウンタ㌘で再検したが，それほ

ど異常を認めえなかつた。、したがつて今回の調査では当

90r（826）
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地区鉱床には放射能強度異常はないと結論する。

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和32年9月調査）
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